
 

後期のスタートに当たって  

 

（先日、市内各校の用務員さんたちが当校に来て、作業されたときの写真を提示） 

終業式の日に話したグラウンドの環境整備の写真です。他校の用務員さんたちが 20 人以上、鏡

淵小に来て、いろいろな作業をしてくださいました。そのおかげで、グラウンドの周りがスッキリ

して、とても気持ちがいいですね。芝生の種まきももうすぐ始まります。 

 

今日は、後期のスタートに当たり、私が先日、白新中学校の演劇発表会（９月 26 日）に行った

ときの話をします。 

 

（中学校１～３年生の劇の写真を提示） 

ステージで演じている人は、限られた時間の中

で一生懸命に練習をしたのだと思います。 

物語に込められたメッセージをしっかりと理

解し、観る人たちに伝えようとする姿は、本当に

立派で、心を打たれました。 

一人一人が長いセリフもしっかり覚え、大きな

声とジェスチャーで、気持ちを込めて演じていま

した。 

 

ステージで劇を演じるのは、学年によっても違いますが、全体の一部の人たちです。劇をしない

けれど、ステージでの発表を支える役割、お仕事の人たちも大勢いました。 

どんな仕事があると思いますか。 

       

    （劇の場面転換で、大道具をセットする人たちの写真を提示） 

劇の中で場面や時間が変わるとき、大道具のセットも変わります。そのとき、黒い服を着た同

じ学年の人たちが照明のないステージに出てきて、足音や物音も立てず、短時間でセットを組み

替えていました。 

 

       （劇中、音響を調整し、効果音を流す人たちの写真を提示） 

ステージ脇では、劇の進行や場面を見ながら、音の調整などをする人たちがいました。私は、

劇を見ているとき、まるでその場面にいるような気持ちになったのですが、フロアやステージ脇

にいる人たちが、場面に応じた効果音を小さな音で流していることに気付きました。 

    

    （ギャラリーからスポットライトを当てている人たちの写真を提示） 

右と左のギャラリーには、スポットライトの係の人がいました。劇の流れをよく見ながら、場

面が変わるときには、ちょうどよいタイミングでスイッチを切り、また、当てる光の大きさも変

えながら、ステージ上で演じる友達を引き立てていました。ここには写ってはいませんが、きっ

と、ステージ全体の照明のオン・オフ担当の人たちもいたはずです。 
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劇が終わると、フロアで観ている他の学年の人たち、そして、ステージ下やギャラリーなど、

それぞれの担当場所でお仕事をしている人たちから、温かい大きな拍手が送られました。 

 

前の全校朝会で、白新中学校の運動会の様子を紹介したことがありました。そのときにも話し

たことですが、今回の演劇でも、中学生の人たちのこのような気持ちが感じられました。   

どうすればいいのか みんなで考える 

「これでいこう」「こうしよう」と決まったことに協力し合う 

   自分の役割をしっかりとやる（準備も本番も） 

 

演劇を観ていた人たちからは、「中学生のひたむ

きな姿勢に感動しましたね」「中学生のこういう姿

や気持ちは、一人一人の小学校での経験も生きて

いますよね」「小学校と中学校って、やっぱり、つ

ながっているんですね」といった感想が聞かれま

した。 

 

皆さんが今、経験していることも将来、中学生

になったときの姿につながっています。 

 

 （以下の写真を提示 ～  

① 体育館に集まって、「ひだまりラリーの約束・ルール」を確認しているところ 

② 各教室に「にこ森班」で集まって、ラリーの動きなどを相談しているところ 

③ ネットワーク委員会が企画した集会で、班ごとに笑顔で活動しているところ 

 

このように、上の学年がリーダーシップを発揮し、下の学年はそれをよく聞きながら考えるこ

とや、学年を越え、めあてに向かって仲よく話合いができること、「みんなで一緒に楽しもう み

んなで盛り上げよう」という思いで活動すること、これらは、鏡淵小学校の皆さんのたくさんあ

る「すばらしさ」の一つです。このような経験が小学校生活の思い出と、将来の力につながって

います。 

 

後期が始まり、今の学年も残り９８日となり

ました。 

金曜日は、いよいよ「ひだまりラリー」です

ね。活動を支えてくださる大勢のボランティア

の方々、一緒に参加して楽しんでくださる地域

の方々、そして、いつも学校をきれいにしてく

ださっている白山浦就労センターの方々も楽し

みにしておられます。 

ラリーの当日、「にこ森班」のメンバーはも

ちろん、地域の方々ともたくさん言葉を交わ

し、思い出に残る、楽しい一日にしてほしいと

思います。 


